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1.はじめに
現代社会では様々なシステムのオンライン化が進め
られており，これによるパソコン作業などの長時間の
デスクワーク作業による身体的・精神的なストレス問
題が増えつつある．機械が人間側に働きかけるアンビ
エントコンピューティングを用いて，生体・環境セン
サによるストレス検知，そして行動識別を用いたスト
レスコーピングを行う．また，人間の主観的判断によ
るストレスチェックシートの評価と比較したストレス
測定を行う．
2.行動識別を用いたストレスコーピング
小型のマイコンボードと生体・環境センサを組み合わ
せた小型ウェアラブル装置でストレス測定を行い，ラ
イフログデータを作成する．カメラからの静止画像を
ウォード法によりテキストに変換し，音声テキストデー
タを取得することでクラスター分析による行動識別を
行う [1]．
また本研究でのストレス測定の際に使用するストレ
ス指標として，交感神経と副交感神経の緊張状態から
計測する LF/HF値を採用し，心拍センサによる心拍
時系列データから算出する [2]．
3.アンビエントインテリジェンスとコーピング
アンビエントコンピューティングとは，人間の行動
や周囲の情報を収集し予測を行うことで人間が直接操
作を行わず自動でシステムを動かしてくれることであ
る．これにシステムからの自動コーピング出力を合わ
せることで，人間自身がストレスについて考え込むこ
となくスムーズにストレス解消を行うことができる．
コーピングとはストレスマネジメント手法であり，本
研究ではストレス原因に直接働きかける問題焦点型ス
トレスコーピングを使用する．
4.提案手法
小型ウェアラブル装置よりライフログデータ，行動
識別を用いてストレス測定を行いコーピングHTMLの
作成，小型ウェアラブル装置のイヤホンからのコーピ
ング音声出力を行う．
コーピングHTMLの作成は，LF/HF値，クラスター
分析による行動識別，行動識別からのコーピング指示
などの 9項目を表示したものとなっている．イヤホン
からのコーピング音声出力はコーピング指示を簡易的

に表現した音声が出力される．これらのコーピング指
示は約 1分毎にストレス値が高くなった際に出力され
るようになっている．
5.実験結果並びに考察
本研究で作成した小型ウェアラブル装置を装着して
様々な行動を行いながらストレス値を測定した．スト
レス値が 5.0以上になったらコーピングを行うように
し，その結果の一例を図 1に示す．

図 1:コーピングした際のストレス値変動

　実際に数値実験を行い，コーピング指示に従わない
場合はストレス値が 5.0を下回ることは少なかったが，
コーピング指示に従うとストレス値が徐々に下がって
いくような傾向が見られた．そして，ウェーブレット
変換を用いたことでストレス値の高低差をより詳細に
表現できるようになった．　
6.おわりに
小型ウェアラブル装置でのストレスコーピングを行
えるシステムを作成し，HTMLとイヤホン音声出力の
2種類でのコーピング指示でコーピングの質を高める
ことができた．また，ウェーブレット変換によりスト
レス値に高低差を付けれるようになった．今後の課題
として，コーピング指示の詳細化，装置の付けやすさ
の追求などが挙げられる．
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